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－どうして、ホームヘルパーになろう

と思ったんですか－ 
（敬称略） 
長尾：定年退職をしてからというもの、 
ずっとテレビの番人でした。「こ 
れじゃぁいかん」と思い、生活に 
ハリをもたせる意味でも応募し 
ました。ただ、年齢が年齢だけに 
働けるかどうか心配でしたが。 

 
高井：私も長尾さんと同じで、定年し 
てからずっと家にばかりいたん 
です。そんな自分がだんだん心配 
になってきて・・・。私にも家事 
くらいは出来ると思い、応募しま 
した。 

 
土田：私はお年寄りが大好きなんです。 
だから、以前からずっとお年寄

りの方に喜んでもらえる仕事が

したいと思っていたので。 

－ホームヘルパーの仕事はどうです

か－ 
 
高井：最初の頃は、ヘルパーの仕事を 
終えて家に帰ってからも、利用者 
さんのことばかり気になってし 
まって、逆に自分を追い詰めてま 
した（笑）。 

 
長尾：そういうことはありますよ。情

が移るというか、のめりこんでし

まうんです。だから、“やり過ぎ

は利用者さんのためならず”と自

分を戒めています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ホームヘルパー座談会 

 
 
 
 
 

６０歳を過ぎてからホームヘルパーの仕事を始めた３人の本音の語り。そこにはきっ

と、ホームヘルパーの仕事の面白さや難しさ、仕事をする上でのヒントや奥義がたく

さん詰まっているはずです。とくとご拝読を！！ 
 

定年退職後、家に閉じこもってばかり

の自分が心配になって・・・。（高井） 
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長尾：ただ、ヘルパーの仕事を始めて

から、考え方が変わったというか、

感覚が変わったみたいです。以前

は、潔癖症で人が触ったものは、

絶対に触りたくなかった。今、利

用者さんの入れ歯を掃除してい

ても“きれいにしたい！”としか

思わなくなりました。 
 
土田：そうそう。私もトイレに顔がく

っつくくらい近づけて、掃除をし

てるんです。自分でもホントに不

思議（笑）。 
 
高井：私も汚いとは思ったことありま

せん。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
－ホームヘルパーとして一番大切な

ことは何ですか－ 
長尾：何事も押し付けないことかなぁ。

その方の長年の生活スタイルが 
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ヘルパーの仕事をしてから、感覚が変

わったようです。（長尾） 

ありますから。あと、コミュニケ

ーションです。私は利用者さんと

年が近いので、よく昔話をするん

です。昔話は、本当に話が弾みま

すよ。 
 
土田：すごくわかる！古い唄を知って

るとかって、利用者さんも実感と

して話題を共有できるのよね。私

も、話が合う人で良かったと利用

者さんに言われます。 
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  それともう一つ大切なことは、前

向きな声かけを続けることだと

思うんです。「“もう８０歳。”で

はなく、“まだ８０歳。人生はこ

れからよ”」とか（笑）いくつに

なっても、やっぱり前向きに生き

たいじゃない！！ 
 
 
 
 
 
 
 

取材を終えて・・・ 
３人が話されている様子を見ていると、“こん

な風に年がとれたらなぁ”という思いが、ふと頭

をよぎります。生きがいのある仕事を持ち、その

仕事に一生懸命に打ち込む。 
“シルバーパワー！ここにあり” 
そう感じさせられた２時間でした。 

“もう、・・・・。”ではなく“まだ、・・・・”の

声かけが大切。（土田） 



 

 
 
ヘヘ ルル パパ ーー ささ んん にに はは ““ いい いい 顔顔 ”” でで 仕仕 事事 をを しし てて ほほ しし いい  

アースサポート株式会社名古屋営業所 
 
☆高齢者ヘルパー（６０歳以上）の割合＝１４．９％（７人／４７人） 
 
☆
 
最高齢ヘルパー＝７５歳 

☆キャッチフレーズ＝高質・迅速・安心 

 
 

 

 

 

 

 

 

「ホームヘルパーさんには“いい顔”で仕事をしてほしいんです。“いい顔”で仕事をすれば、きっと

利用者さんも“いい顔”になりますから」 

 と話すのは、アースサポート株式会社訪問介護主任の山田さんです。 

 

－それでは、どうしたら“いい顔”になれるんでしょうか。－ 

  

 「私は、ヘルパーさんが“いい顔”で仕事ができるよう、利用者さんの情報をできるだけ伝えるよう

にしています。そうすれば、安心して仕事ができますから。また、利用者さんの“いい顔”を引き出

すには、ヘルパーさんとの会話が大切だと思います。その点、６０歳以上のヘルパーさんは、利用者

さんと年齢が近いこともあるからでしょうか、利用者さんの話を自分の経験を通して共感できるよう

です。利用者さんも、そういうヘルパーさんには信頼していろいろと話をしていますよ」 

 

 「それに、歳を重ねているヘルパーさんは、利用者さんの言葉

の裏側を汲んで、動くことができるんです。例えば、『今日も部

屋の掃除をしましょうね』といつもどおりの声かけをしても、

利用者さんが断ってしまうことがあるんです。そうした時、若

いヘルパーさんなら『そうですか』で終わってしまうかもしれ

ません。でも、歳をめされた
．
ヘルパーさんは、『どうして、今日

はそんな風に言われるんだろう』と考え、相手の気持ちを分か

ろうとするんです。そうしたことも、経験からくる共感がある

からでしょうね」 

．．．．．

 

－たくさんの高齢者ヘルパーを採用していますね－ 

 

 「いい人材を採用しているだけで、年齢で左右されることはあ

りません。高齢の方が若い方に劣るということは、ホームヘル

パーの仕事でありません」 「ヘルパーさんが安心して働ける環境をつくりた

い」と言う山田さん（『事務所』にて） 
 
 
－最後に、山田さんが考える理想のヘルパー像を教えていただけますか－ 
 
 「ホームヘルパーをチームの仕事として考えられる人ですね。一人のヘルパーさんがやり過ぎてもい

けないし、やらなさ過ぎてもいけない。仕事を統一することが大切です。そのために必要なことは、

正確な記録と介護保険制度の理解ですね」 

 


